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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】煮込み、蒸し、炒め、焼きなどの異なる調理方
法でも使用できる多機能調理器を提供する。
【解決手段】多機能調理器は、上面及び底面を備える底
盤１１と、底盤の一側に設けられるタンク１２と、タン
クの内部に形成される収容空間１３と、を有する鍋本体
１０と、着脱可能にタンクの底盤と反対する側をカバー
し、少なくとも１つの通気穴２１が形成される蒸し皿２
０と、タンクの周縁形状と対応するように形成され、着
脱可能に蒸し皿のタンクと反対する側に組み合わせられ
、タンクの内部を密閉空間にするフタ３０と、を有する
。底盤を用いて炒めたり焼いたり、タンクを使用してゆ
でたり煮込んだり、通気穴を形成している蒸し皿を取り
付けると、タンク内部の水蒸気により食材を蒸して加熱
することもできる。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　上面及び底面を備える底盤と、該底盤の一側に設けられるタンクと、該タンクの内部に
形成される収容空間と、を有する鍋本体と、
　着脱可能に前記タンクの底盤と反対する側にカバーされ、少なくとも１つの通気穴が形
成される蒸し皿と、
　前記タンクの周縁形状と対応するように形成され、着脱可能に前記蒸し皿のタンクと反
対する側に組み合わせられ、該タンクの内部を密閉空間にするフタと、を有することを特
徴とする多機能調理器。
【請求項２】
　前記タンクの一側の壁における底盤の上面の中心と対応する箇所に凸柱が設けられ、該
凸柱の底盤と反対する端に位置決め柱が設けられ、前記蒸し皿における位置決め柱と対応
する箇所に位置決め穴が形成され、該位置決め柱が位置決め穴を通過するように取り付け
られることを特徴とする請求項１に記載の多機能調理器。
【請求項３】
　前記底盤の周縁に皿の壁が底盤の底面と離れる側に向かって延設され、前記蒸し皿の周
縁に止め縁部がタンクと離れる側に向かって延設されることを特徴とする請求項１または
２に記載の多機能調理器。
【請求項４】
　さらに、前記底盤及び蒸し皿にそれぞれ少なくとも１つのリブが底盤の底面と離れる側
に向かって凸設されることを特徴とする請求項１乃至３の何れか１項に記載の多機能調理
器。
【請求項５】
　前記皿の壁及びタンクの上縁部に持ちタブが底盤の中心と離れる側に向かって延設され
ることを特徴とする請求項３に記載の多機能調理器。
【請求項６】
　前記フタにおける、一側に取っ手が設けられ、タンクの凸柱と対応する箇所に凹み部が
形成されることを特徴とする請求項１または２に記載の多機能調理器。

【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、特に煮込み、蒸し、炒め、焼きなどの調理方法でも使用できる多機能調理器
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般にキッチンに中華鍋、蒸し鍋、余熱調理鍋、ゆで鍋など色々な調理器具を揃えて、
食材の種類また料理の方法によって適宜な鍋を選択して調理しやすくなる。しかしながら
、現代の人々は、仕事で忙しくて、キッチンに多くの調理器具を有しても殆ど外食で、自
宅で料理することが少ないことから、調理器具及び収納空間の無駄である。その問題を解
決するために、ある人は、１つまたは２つの調理器具しか買わず、収納空間を節約するが
、料理する時に、調理方法に合わない器具を無理に使うため、操作しにくくなる。
【０００３】
　上述した問題を解決するために、既存の多機能調理器が販売されており、その多機能調
理器は、円形の鍋を２つの半円形にわけ、半分はゆで鍋のように作られ、半分は炒め鍋の
ように作られ、ゆで鍋の内部に食材またはスープを入れるための空間が構成され、ゆで鍋
の上部に開口が形成され、炒め鍋には食材を炒めたり、焼いたりするためのパンが形成さ
れ、そのパンの周縁に縁凸が設けられる。したがって、１つの調理器具で２種類の料理方
法を行え、一方の食材をゆでながら、他方の食材を炒めることができ、使用上非常に便利
である。
【考案の概要】
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【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、既存の多機能調理器は、ゆで鍋と炒め鍋とを備えて茹でも炒めできるが
、他の調理方法、例えば、煮込み、蒸し、焼きなどには適用できず、多くの機能を与えら
れていないため、改良することが必要であった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本考案に係る多機能調理器は、
　上面及び底面を備える底盤と、該底盤の一側に設けられるタンクと、該タンクの内部に
形成される収容空間と、を有する鍋本体と、
　着脱可能に前記タンクの底盤と反対する側にカバーされ、少なくとも１つの通気穴が形
成される蒸し皿と、
　前記タンクの周縁形状と対応するように形成され、着脱可能に前記蒸し皿のタンクと反
対する側に組み合わせられ、該タンクの内部を密閉空間にするフタと、を有するものであ
る。
【０００６】
　かかる多機能調理器において、前記タンクの一側の壁における底盤の上面の中心と対応
する箇所に凸柱が設けられ、該凸柱の底盤と反対する端に位置決め柱が設けられ、前記蒸
し皿における位置決め柱と対応する箇所に位置決め穴が形成され、該位置決め柱が位置決
め穴を通過するように取り付けることが好ましい。
【０００７】
　かかる多機能調理器において、前記底盤の周縁に皿の壁が底盤の底面と離れる側に向か
って延設され、前記蒸し皿の周縁に止め縁部がタンクと離れる側に向かって延設されるこ
とが好ましい。
【０００８】
　さらに、かかる多機能調理器において、前記底盤及び蒸し皿にそれぞれ少なくとも１つ
のリブが底盤の底面と離れる側に向かって凸設されることことが好ましい。
【０００９】
　かかる多機能調理器において、前記皿の壁及びタンクの上縁部に持ちタブが底盤の中心
と離れる側に向かって延設されることが好ましい。
【００１０】
　かかる多機能調理器において、前記フタにおける、一側に取っ手が設けられ、タンクの
凸柱と対応する箇所に凹み部が形成されることが好ましい。
【考案の効果】
【００１１】
　上述した構造を有することから、底盤を用いて炒めたり焼いたりすることができると共
に、隣のタンクを使用してゆでたり煮込んだりすることもでき、実用性が高くなる。また
、タンクにフタを組み合わせ、余熱調理鍋として使用してもよい。そのタンクとフタとの
間に、通気穴を形成している蒸し皿を取り付けると、タンク内部の蒸し湯を沸かして水蒸
気により蒸し皿上の食材を蒸して加熱することができる。そのため、本考案の多機能調理
器を有すれば、炒めまたは焼き鍋や、煮込み鍋、余熱調理鍋、蒸し鍋などの調理器具とし
て使用することができ、機能性を大幅に向上するものである。
【００１２】
　また、タンクの位置決め柱が蒸し皿の位置決め穴を通過するように取り付けることによ
って、蒸し皿をタンクに組み立てることができ、蒸し鍋として使用することもできる。
【００１３】
　一方、その底盤の周縁に皿の壁が延設されると共に、その蒸し皿の周縁に止め縁部が延
設されることから、使用する時に、底盤または蒸し皿で食材を加熱して周縁と接近しても
外部に落下することを防止できる。また、底盤及び蒸し皿にリブが凸設されることから、
底盤及び蒸し皿の表面積を広くして、食材を底盤または蒸し皿に置いて加熱すると同時に



(4) JP 3194420 U 2014.11.20

10

20

30

40

50

、加熱可能な接触面積が広がり、調理の効率を向上させる。
【００１４】
　さらに、その皿の壁及びタンクの上縁部に持ちタブが延設されることから、使用者が持
ちタブを持って鍋本体を持上げるかまたは移動することができる。また、そのフタは凹み
部を介して蒸し皿に対して所定の角度を回転すると、タンクまたは底盤をカバーすること
ができ、食材をゆでる時にも、炒める時にも使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本考案に係る多機能調理器の斜視図である。
【図２】本考案に係る多機能調理器の分解斜視図である。
【図３】本考案に係る多機能調理器において、使用状態を示す断面図である。
【図４】本考案に係る多機能調理器において、他の調理方法での使用状態を示す断面図で
ある。
【図５】本考案に係る多機能調理器の他の実施例の斜視図である。
【考案を実施するための形態】
【００１６】
　以下、添付図面を参照して本考案の好適な実施の形態を詳細に説明する。尚、下記実施
例は、本考案の好適な実施の形態を示したものにすぎず、本考案の技術的範囲は、下記実
施例そのものに何ら限定されるものではない。
【００１７】
　図１及び図２に示すように、本考案に係る多機能調理器は、鍋本体１０と、蒸し皿２０
と、フタ３０とを有する。
【００１８】
　その内、前記鍋本体１０は、底盤１１及びタンク１２を有する。該底盤１１は、上面１
１１及び底面１１２を備える。該タンク１２は、底盤１１の一側に設けられ、内部に収容
空間１３が形成され、該収容空間１３を有すれば、タンク１２をゆで鍋として使用するこ
とができる。
【００１９】
　前記蒸し皿２０は、着脱可能にタンク１２の底盤１１と反対する側をカバーし、複数の
通気穴２１が形成され、これらの通気穴２１を有するため、タンク１２内部の蒸し湯を沸
かすと、その水蒸気を通気穴２１に通過させて上方の食材を加熱することができる。
【００２０】
　前記フタ３０は、タンク１２の周縁形状と対応するように形成され、一側に取っ手３１
が設けられる。該フタ３０が着脱可能に蒸し皿２０のタンク１２と反対する側に組み合わ
せられ、タンク１２内部の収容空間１３を密閉空間にする。
【００２１】
　前記タンク１２は、一側の壁１２１における底盤１１の上面１１１の中心と対応する箇
所に凸柱１２２が設けられ、該凸柱１２２の底盤１１と反対する端に位置決め柱１２３が
設けられる。前記蒸し皿２０における位置決め柱１２３と対応する箇所に位置決め穴２２
が形成される。該位置決め柱１２３が位置決め穴２２を通過して取り付けることによって
、蒸し皿２０をタンク１２に組み立てることができる。
【００２２】
　前記底盤１１の周縁に皿の壁１１３が底盤１１の底面１１１と離れる側に向かって延設
され、前記蒸し皿２０の周縁に止め縁部２３がタンク１２と離れる側に向かって延設され
る。この皿の壁１１３及び止め縁部２３を有するため、底盤１１と蒸し皿２０とを区画す
ることができ、底盤１１または蒸し皿２０で加熱している食材が周縁に接近しても外部に
落下することはない。
【００２３】
　さらに、底盤１１に複数のリブ１１４が凸設され、蒸し皿２０に複数のリブ２４が凸設
され、それらのリブ１１４、リブ２４を有するため、底盤１１及び蒸し皿２０の表面積が
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広くなり、食材を底盤１１または蒸し皿２０に置いて加熱すると同時に、加熱可能な接触
面積が広がり、調理の効率を向上させる。
【００２４】
　前記皿の壁１１３及びタンク１２の上縁部に持ちタブ１４が底盤１１の中心と離れる側
に向かって延設され、使用者が持ちタブ１４を持って鍋本体１０を持上げることができる
【００２５】
　前記フタ３０におけるタンク１２の凸柱１２２と対応する箇所に凹み部３２が形成され
る。該フタ３０は、蒸し皿２０にカバーされてもよく、所定の角度を回転すると、底盤１
１にカバーされてもよい。このフタ３０は、食材を炒めたり焼いたりする時に使う。
【００２６】
　図３に示すように、本考案に係る多機能調理器を使用する時に、フタ３０をタンク１２
の上部にカバーすると、タンク１２とフタ３０との間にゆで鍋または煮込み鍋として使用
することができると共に、底盤１１に食材を入れると、その食材を炒めたり焼いたりしな
がら、スープなどの料理も同時に煮込むことができ、調理器に多くの調理機能を提供でき
る。
【００２７】
　図４に示すように、本考案に係る多機能調理器を操作する時に、タンク１２に水を入れ
て上縁に蒸し皿２０を組み合わせ、該蒸し皿２０に蒸し物を入れてフタ３０で上部をカバ
ーすると、水を沸かしながら蒸し物を加熱することができると共に、底盤１１に食材を入
れて炒めたり焼いたりすることもできる。
【００２８】
　図５は本考案に係る多機能調理器の他の実施例である。本実施例における鍋本体１０は
、方形を呈し、鍋本体１０の一側に底盤１１が設けられ、鍋本体１０の他側にタンク１２
が設けられ、その底盤１１及びタンク１２は、鍋本体１０を対称する２つの矩形に区画す
る。また、フタ３０は、タンク１２の形状と対応するように設けられ、着脱可能にタンク
１２の上側に組み合わせられ、タンク１２をカバーして内部を密閉空間とする。
【００２９】
　上述したように、本考案に係る多機能調理器は、鍋本体１０に底盤１１及びタンク１２
を備えることから、同時に煮込んだり焼いたりする機能を提供できる。また、フタ３０が
タンク１２の上側をカバーすると、タンク１２内部を密閉空間として余熱調理鍋として使
用してもよい。さらに、タンク１２とフタ３０との間の蒸し皿２０を有すれば、タンク１
２に水を入れて沸かすと、水蒸気により蒸し皿２０上の食材を蒸して加熱することができ
る。
　本考案に係る多機能調理器を有すれば、ゆで鍋、蒸し鍋、余熱調理鍋、炒めまたは焼き
の効果を備え、使用者が使用しやすいと共に、多くの鍋を購入することが不要で収納空間
を節約することができ、現代の生活に適用する。
【符号の説明】
【００３０】
　１０　　　鍋本体
　１１　　　底盤
　１１１　　上面
　１１２　　底面
　１１３　　皿の壁
　１１４　　リブ
　１２　　　タンク
　１２１　　側の壁
　１２２　　凸柱
　１２３　　位置決め柱
　１３　　　収容空間
　１４　　　持ちタブ
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　２０　　　蒸し皿
　２１　　　通気穴
　２２　　　位置決め穴
　２３　　　止め縁部
　２４　　　リブ
　３０　　　フタ
　３１　　　取っ手
　３２　　　凹み部

【図１】 【図２】
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【図５】
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